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Viscera　so】uble の 製造 に關す る 研究 （第 1報）

濃縮 Viscera　soluble の 雛成長 に獨 す る効果

　　 高 田 亮 夲 ・ 杉 田 　 登

（京都大 學工 學部工 業化學敏室 ， 高 田 研究室）

〔D 緒 言

　近 甲米國で
’‘Cendensed　fish　soluble

”

が養難飼料 とし て 大 量 に淆費 せ られ ， 目本か らの 輸

入 も期侍して い る とい う．こ の濃縮 フ ィ ツ シ ュ ソ ル プ ル とは フ ィ ッ シ ュ ミ 冖ル 製置の際副生す る

廢液 （Stickwater又 は Stickliquorと呼 ぷ）を固形物50％ まで 濃縮 した製品で あつ て ， 養難飼

料 中に 3 〜 4％ 混入す る と雛の 成長 は約50％ 増加 す る とい う． フ ィッ シ ュ ソ ル ブ ル 中に は 各種の

ア ミ ノ酸 ，
Bl

，
　B2 ，

パ ン トテ ン 酸，
コ リン

，
＝ コ チ ン 酸な どの ビ タ ミン を多量に含有 し， その綜

合効果が雛の成長促進 となつ て 現 われる と考え られて い た が ， 最 遅の 研究で は特殊な要 素が 仔在

す る もの と考 え られ る よ うに な つ デこ．帥ち Ro耶 EE 等
1）

に よ る と こ の 有 耽成 ｝トは 水、t　7e％ メ タ ノ

”ル 又 は エ タ ノール に とけ，95％ エ タ ノールに は僅か に溶解し ，
エ

H デル
， ア セ ト ン に は 不 春で

あつ て セ ロ フ ァ ン 膜を通過 し pH 　3〜9 の 闇で は 100
“C

， 2塒聞の加 駄に耐 え る もの で ある とし

た．別 t：　BiRD 等
2）

が Cow 　man μre 中に發見 した 騅域長要素，　 NovAK −） が Distillers’ dried

soluble 申に發見 した鼠 及び騅 に Zklする發育促進因子 ，
ビ タ ミ ン Bt3 とこ の Fish　soluble 中の

發育要素とは そ の性質 に お い て 幾分の 差 異が あ る が ， 密接なau　・9を有す る もの と思 わ れ る．

　RICKES等
4） の ビ タ ミ

・
／ 　B 　12 の發見に よつ て ，こ れ等の 發育因 rは B12 或 い は その 近 琢物質で

あろ う と考え られ る よ うに なつ た．帥ち STOCKSTAD 等
6） は B12 の み で は 最大 の 成 艮 は 得られ す

こ れに Yeast
，
　Alfalfa　meal ，

　Distillers’soluble
，
　Fish　soldble などを加 えて 著し い 効果の あ

る こ とを認め ， RlcKEs 等
デ）

も Cow 　manure 申の 要素 と B12 の 關 係につ い て 研究して い る．要

する に フ ィ ッ シ ュ ソ ル ブル の雛發育効果は Bl2 を 中心 とし ， こ れ に他 の ビ タ ミ ン 及 び ア ミ ノ酸

が助 けて い る もの と思 わ れ る．

　ア メ リカ で 使われ て い る Fish　soluble は前述 の 如 く Fish　mea1 の 膿液で ある か ら， 杢魚軆

の エ キ ス 分 よ b成 る もの で あるが ， B12 そ の他 の B ビ タ ミ ン 及 び ア ミノ酸は 肉質 よ りも内臓に 多

い の は 當然で あ る か ら， 内臓の み の エ キ ス 分 は 更に効力が 大 きい もの で ある こ とは 想 像に難 くな

い ところ で ある．そこ で 私達は魚類内臓を原料 として Fish　 soluble 類 似 品をつ くb ， こ れ を

Viscera　soluble と名 すけ， 先す雛 に對す る成長効果 を試驗する こ と とした．

　Viscera　soluble の 製造方法に つ い て は 第 2 報以 下 に讓 り， 本服で は その 効果に關する試驗結

果を逑べ る．

Cll〕 Viseera　soluble 試 料

　さばの 内臓 を原料とし pH 　4．5， 30〜 40℃ で 1週間淌化 させ た後煮沸濾過 し ， 減壓 叉は 常壓で 固

形物SO％程度まで 濃縮した もの を使用した．對 照 として の米 図製 Fish　soluble の ；i本 は飢物試

驗 に使 うだ け入手 で きなか つ た の で 罐詰 工 場で Fish 　meal を つ くつ て い る 際の髏液 を滅壓濃縮

して使 つ た，こ の場合 も原料 は さば で あ る．分析結果を次 に 示 す．

水 分 ll弊 慧器
b職 夏．Viscera 　soluble （常壓）

48．77

量．Fish 　s，1uble

4＆＆5
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52、0042
、066
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51．2341
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（謝 ）

　 3 試料 に つ い て ぺ 冖 ぐ 一 ・ パ H チ シ ョ ン ・ ク ロ マ トグ ラ フ ィ 冖に よつ て ア ミ ノ酸の檢 llを行 つ て

GlycDcoU
，
　Alanine

，
　Valine，　Leucine，　Is）leucine，　S3rine ，　Threonine ，　Cystine，　M 喚thionine，

Aspa 資ic　acid
，
　Glutamic 　acid ，　 Arginine，　 Lysine

，　Ornithine ，　PhenyLalanine，　TyrQsine，

Histidine，　 Proline，　 Tryptophane な どす べ て の ア ミ ノ酸の 存在 を證明し ， なお ペ プチ 冖ド及

び ア ミ ン と考 え られ る10〜14個の ス ボ ツ ト が認め られ た．

〔恥 試 驗 勳 物 及 び 飼 料

使 っ た雛は Reckhorn （White　Legho ’
rn ♀ × Plymouth　Rock 　6 ）の 人工 孵 化雄 の み で 孵化

後 7 日 で 試驗飼 Flを與 えた・

　基本銅料 とし て は ， 玉蜀黍粉 66　 麩 10　　沈降性CaCO31 ．5　 NaC10 ，3　 の 簡單な

配合 を掬 llし， こ れ に約 4 割の 大根葉を加 え て 自由食 とした．

　基 本飼料の 一般分析を次 に 示 す．（％）

　 ．水 分 11．55　 粮 蛋 白質 11．75　 粗 脂肪 4．12　 粗灰分 9．55　 組繊維 1．17　 可 溶無窒物 61．86 ・

　 10M を 1群 として次の 4 群に分け て飼育した．

群

群

暴

群

1234第

第

第

第

　 飼　 　　 料

對照 　基本竈料 の み

Viscera　soluble 　I　 3％添加

Viscera　 s ：，lub】e 】「3％ 　；C．，加
Fish 　 s 〕luble　3％ 添 加

初畳豊璽
ZF

均（9）
　 40．2
　 403
　 4）．2
　 40．3

斯 くして 1週間毎に體 夐を測定 し 4 月10日 か ら5 月 8 日 まで 4週間飼育 した ．

〔皿〕、試 驗 成 績

試 驗中第 1
，

’
　3

，
4 群中の各 1 羽は死亡 した が各雛の 體重を次表に示 す．

第 1．群 　翼 照 基 本 嗣料 の み 第 2 群 　Viscera 　solub ！e　 I

邇 　 　 0 1 2 3 4 靆 　 　 0 1 2 3

148 52 65 881 （B146 57 73 95117
233 44 5工 64 70236 53 80111143
343 47 59 74 89 β 弓0 56 72 78109
436 44 53

「
70 89439 56 73101128

539 48 50 死 一 542 55 76 97121
633 39 46 62 78644 61 821 ／1151
743 54 67 go11 工 734 47 63 87119
840 48 53 64 71843 55 65 89113

942 50 51 67 79942 55 70 98125
工042 49 61 821011037 45 62 811U

干 均 40．547 ．555275488 ．4 李 均 40．554 、07L694 ．8125 ．

第 3群 Viscer3801ub工e 五 第 4 群 Fishso 工ub ！e

14 弓 6工 66 死 ｝ 142 死 ｝ 一 一
242 59 82110144240 53 74 79102
331 53 69 9613338 44 57 70 99
445 59 61 75 98442 59 7工 811 】2
541 60 75 941 蛎

．545 57 6ア 81107
633 49 60 83108645 60 69 82111
735 47 59 78 90741 55 65 90118
839 騒 66 9111218 谿 39 50 56 74
93 ， 56 701   4135936 53 66 94116
1043 58 771081331038 52 64 74100

準均 59．755 ．o68 ．895211 ＆6 甼均 40．艮 52．464 ，878 ．4104 ．5
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（968） ζ高田， 杉餌） y｛scera 　sotubie の製遖iこ醐する競究 （第 1報）

　途中斃死した もの を除い た挙均成長曲綟を圖に示

す．又 4 週聞の鶻重増加 雫均及び對照 を 100 とし t：

時の 割合を算出す る と次 の通 りで あ る．

　　　　　　　　　　第 1 群 　第 2君羊　第 3 君羊　第 4 群

　　 饅靈膾加 （g）　　 484 　　83。4　 78．9　 64．2

　　 對 照 との 割合 　　　　100　　 172　　164　　134

　帥ち米國式 qr　Fish　soluble は 飼料 中 3％を加 え

る と威長は H1．3倍 とな る の に 反 し， 減壓濃縮を行っ

た Viscera　soluble で は 1．7 倍以上 の成 長 とな b ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

著 しい 効果の ある こ とが わか つ た．濃縮を常壓で 行

う と効力は稍 々 減 じ る が ， なお．Fish　soluble とは

格段の差異が認め られ る．

　今回使っ t 基本飼料は極め て 簡單な配合で あつ て 雛の養育に はあ まう適當した もの で は なく，

若し よ り完 全な飼料 ， 例 えば こ れ に大豆粕 ， 魚粉な どを配合す る とetiSoluble の効果は 減 じ る．で あ

ろ うが ， 實用的に み て 極め て 簡單な飼料 を以 つ て して 僅か に 3％ の 配 詮に よつ て 雛の 域長 を著 し

く良好な らしめ儡る點 に意義 があろ うと考 え る．

〔v〕 綜 括

　魚類内臓を自己淌化 させ て 得た濾液を50％固形 貸まで濃縮し た もの を Viscera　solUble と名

す け ， 雛 の 成長促進効果を Fish　shluble と比較 した處 ，
4 週 ll’］の 飼育で Fish　Solub正e で は 野

照 に比 し 1・3倍の體重増 力11カ｛あつ た の に 對し ．Viscera　soluble で は 1．7 倍 に 汲 び著 し く有効で あ

つ た．自己淌化液の濃縮に減壓を用 い す に常壓 で 行 うと効力は 稍 々 減邊する が ， な お Fish　soluble

に比較 して 著 しく有効で ある．

　 本 研 究 を 始 め る ヒ ン トを 奥 え られ た 鈴木堆二 氏 並 び に フ ィ ッ シュ ミ 冖ル 廢波を供袷しτ い た S
’
い た岼 田敏一

氏に 感謝 の 意 を表す　（高 田 研究室艱告第 316）
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